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(57)【要約】
【課題】
　本発明は、電圧増幅出力回路およびこれを使用した液
晶表示装置の駆動装置に関する。　本発明によって、発
熱特性およびスルーレート（Ｓｌｅｗｒａｔｅ）が優れ
た電圧増幅出力回路およびこれを使用した液晶表示装置
の駆動装置を実現することができる。
【解決手段】
　本発明は、第１入力端に入力される階調電圧および第
２入力端に入力されるフィードバック信号に対応する第
１および第２信号を生成して、第１および第２信号によ
ってオン／オフ駆動される第１および第２スイッチを使
用して第１電圧を出力する増幅部、第１および第２信号
に対応してオン／オフ駆動される第３および第４スイッ
チを使用して生成されるデータ信号を前記画素に印加す
る出力部、第１および第２信号を第３および第４スイッ
チに選択的に供給する出力マルチプレクサ、および第１
電圧またはデータ信号のうちのいずれか一つを選択的に
第２入力端に供給するフィードバック回路部を含む電圧
増幅出力回路を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号に対応する階調電圧を受信して、前記階調電圧に対応するデータ信号を生成し
て液晶表示装置の画素に印加する電圧増幅出力回路において、
　第１入力端に入力される前記階調電圧および第２入力端に入力されるフィードバック信
号に対応する第１および第２信号を生成して、前記第１および第２信号によってオン／オ
フ駆動される第１および第２スイッチを使用して第１電圧を出力する増幅部；
　前記第１および第２信号に対応してオン／オフ駆動される第３および第４スイッチを使
用して生成される前記データ信号を前記画素に印加する出力部；
　前記第１および第２信号を前記第３および第４スイッチに選択的に供給する出力マルチ
プレクサ；および
　前記第１電圧または前記データ信号のうちのいずれか一つを選択的に前記第２入力端に
供給するフィードバック回路部；を含む、電圧増幅出力回路。
【請求項２】
　前記第３スイッチは、一端が第２電圧を供給する第１電源に連結され、他端が前記画素
に連結され、前記第４スイッチは、一端が前記第３スイッチの他端に連結され、他端が前
記第２電圧より低い第３電圧を供給する第２電源に連結される、請求項１に記載の電圧増
幅出力回路。
【請求項３】
　前記第１スイッチは、一端が前記第１電源に連結され、前記第２スイッチは、一端が前
記第１スイッチの他端に連結され、他端が前記第２電源に連結される、請求項２に記載の
電圧増幅出力回路。
【請求項４】
　前記出力マルチプレクサは、
　前記第１スイッチの制御電極および前記第３スイッチの制御電極を選択的に連結する第
５スイッチ；
　前記第２スイッチの制御電極および前記第４スイッチの制御電極を選択的に連結する第
６スイッチ；および
　前記第１および第２スイッチの接点および前記第３および第４スイッチの接点を選択的
に連結する第７スイッチ；を含む、請求項３に記載の増幅出力回路。
【請求項５】
　前記フィードバック回路部は、
　前記第１および第２スイッチの接点と前記第２入力端との間に連結される第８スイッチ
；および
　前記第３および第４スイッチの接点と前記第２入力端との間に連結される第９スイッチ
；を含む、請求項４に記載の増幅出力回路。
【請求項６】
前記第５スイッチおよび前記第１スイッチの制御電極を選択的に連結する第１０スイッチ
；および
　前記第６スイッチおよび前記第２スイッチの制御電極を選択的に連結する第１１スイッ
チ；をさらに含む、請求項５に記載の増幅出力回路。
【請求項７】
　映像信号に対応する階調電圧を受信して、共通電圧より高い第１データ信号および前記
共通電圧より低い第２データ信号を生成して前記第１および第２データ信号を液晶表示装
置の第１画素および前記第１画素に隣接する第２画素に選択的に印加するポジティブおよ
びネガティブ増幅出力部を含む電圧増幅出力回路において、
　前記ポジティブおよびネガティブ増幅出力部それぞれは、
　第１入力端に入力される前記階調電圧および第２入力端に入力されるフィードバック信
号に対応する第１および第２信号を生成して、前記第１および第２信号によってオン／オ
フ駆動される第１および第２スイッチを使用して第１電圧を出力する増幅部；
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　前記第１および第２信号に対応してオン／オフ駆動される第３および第４スイッチを使
用して生成される前記第１および第２データ信号それぞれを前記第１および第２画素それ
ぞれに印加する出力部；および
　前記第１電圧、前記第１および第２データ信号のうちのいずれか一つを選択的に前記第
２入力端に供給するフィードバック回路部；を含む、電圧増幅出力回路。
【請求項８】
　前記第３スイッチは、一端が第２電圧を供給する第１電源に連結され、他端が前記第１
または２画素に連結され、前記第４スイッチは、一端が前記第３スイッチの他端に連結さ
れ、他端が前記第２電圧より低い第３電圧を供給する第２電源に連結される、請求項７に
記載の電圧増幅出力回路。
【請求項９】
　前記第１スイッチは、一端が前記第１電源に連結され、前記第２スイッチは、一端が前
記第１スイッチの他端に連結され、他端が前記第２電源に連結される、請求項８に記載の
電圧増幅出力回路。
【請求項１０】
　前記ポジティブ増幅出力部の前記フィードバック回路部は、
　前記第１および第２スイッチの接点と前記第２入力端との間に連結される第５スイッチ
；
　前記第３および第４スイッチの接点と前記第２入力端との間に連結される第６スイッチ
；および
　前記ネガティブ増幅出力部の前記第３および第４スイッチの接点と前記第２入力端との
間に連結される第７スイッチ；を含む、請求項９に記載の増幅出力回路。
【請求項１１】
　前記ネガティブ増幅出力部の前記フィードバック回路部は、
　前記第１および第２スイッチ接点と前記第２入力端との間に連結される第５スイッチ；
　前記第３および第４スイッチの接点と前記第２入力端との間に連結される第６スイッチ
；および
　前記ポジティブ増幅出力部の前記第３および第４スイッチの接点と前記第２入力端との
間に連結される第７スイッチ；を含む、請求項９に記載の増幅出力回路。
【請求項１２】
　前記ポジティブ増幅出力部は、
　前記第１および第２信号を前記第３および第４スイッチに選択的に供給する第１出力マ
ルチプレクサ；および
　前記第１および第２信号を前記ネガティブ増幅出力部の前記第３および第４スイッチに
選択的に供給する第２出力マルチプレクサ；を含む、請求項９に記載の増幅出力回路。
【請求項１３】
　前記第１出力マルチプレクサは、
　前記第１スイッチの制御電極および前記第３スイッチの制御電極を選択的に連結する第
５スイッチ；
　前記第２スイッチの制御電極および前記第４スイッチの制御電極を選択的に連結する第
６スイッチ；および
　前記第１および第２スイッチの接点および前記第３および第４スイッチの接点を選択的
に連結する第７スイッチ；を含む、請求項１２に記載の増幅出力回路。
【請求項１４】
　前記第２出力マルチプレクサは、
　前記第１スイッチの制御電極および前記ネガティブ増幅出力部の前記第３スイッチの制
御電極を選択的に連結する第８スイッチ；
　前記第２スイッチの制御電極および前記ネガティブ増幅出力部の前記第４スイッチの制
御電極を選択的に連結する第９スイッチ；および
　前記第１および第２スイッチの接点および前記ネガティブ増幅出力部の前記第３および
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第４スイッチの接点を選択的に連結する第１０スイッチ；を含む、請求項１３に記載の増
幅出力回路。
【請求項１５】
　前記第５および第８スイッチおよび前記第１スイッチの制御電極を選択的に連結する第
１１スイッチ;および
　前記第６および第９スイッチおよび前記第２スイッチの制御電極を選択的に連結する第
１２スイッチ；をさらに含む、請求項１４に記載の増幅出力回路。
【請求項１６】
前記ネガティブ増幅出力部は、
　前記第１および第２信号を前記第３および第４スイッチに選択的に供給する第１出力マ
ルチプレクサ；および
　前記第１および第２信号を前記ポジティブ増幅出力部の前記第３および第４スイッチに
選択的に供給する第２出力マルチプレクサ；を含む、請求項９に記載の増幅出力回路。
【請求項１７】
　前記第１出力マルチプレクサは、
　前記第１スイッチの制御電極および前記第３スイッチの制御電極を選択的に連結する第
５スイッチ；
　前記第２スイッチの制御電極および前記第４スイッチの制御電極を選択的に連結する第
６スイッチ；および
　前記第１および第２スイッチの接点および前記第３および第４スイッチの接点を選択的
に連結する第７スイッチ；を含む、請求項１６に記載の増幅出力回路。
【請求項１８】
　前記第２出力マルチプレクサは、
　前記第１スイッチの制御電極および前記ポジティブ増幅出力部の前記第３スイッチの制
御電極を選択的に連結する第８スイッチ；
　前記第２スイッチの制御電極および前記ポジティブ増幅出力部の前記第４スイッチの制
御電極を選択的に連結する第９スイッチ；および
　前記第１および第２スイッチの接点および前記ポジティブ増幅出力部の前記第３および
第４スイッチの接点を選択的に連結する第１０スイッチ；を含む、請求項１７に記載の増
幅出力回路。
【請求項１９】
　前記第５および第８スイッチおよび前記第１スイッチの制御電極を選択的に連結する第
１１スイッチ；および
前記第６および第９スイッチおよび前記第２スイッチの制御電極を選択的に連結する第１
２スイッチ；をさらに含む、請求項１８に記載の増幅出力回路。
【請求項２０】
　複数の基準階調電圧を生成する基準階調電圧生成器；および
　前記複数の基準階調電圧に基づいて複数の階調電圧を生成して、前記複数の階調電圧の
うちの外部から印加される映像信号に対応する階調電圧を選択して、生成されるデータ信
号を前記画素に印加するデータ駆動部；を含み、
　前記データ駆動部は、
　前記映像信号に対応する階調電圧を受信して、前記階調電圧に対応するデータ信号を生
成して液晶表示装置の画素に印加する電圧増幅出力回路を含み、
前前記増幅出力回路は、
　第１入力端に入力される前記階調電圧および第２入力端に入力されるフィードバック信
号に対応する第１および第２信号を生成して、前記第１および第２信号によってオン／オ
フ駆動される第１および第２スイッチを利用して第１電圧を出力する増幅部；
　前記第１および第２信号に対応してオン／オフ駆動される第３および第４スイッチを使
用して生成される前記データ信号を前記画素に印加する出力部；
　前記第１および第２信号を前記第３および第４スイッチに選択的に供給する出力マルチ
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プレクサ；および
　前記第１電圧または前記データ信号のうちのいずれか一つを選択的に前記第２入力端に
供給するフィードバック回路部；を含む、液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２１】
　前記第３スイッチは、一端が第２電圧を供給する第１電源に連結され、他端が前記画素
に連結され、前記第４スイッチは、一端が前記第３スイッチの他端に連結され、他端が前
記第２電圧より低い第３電圧を供給する第２電源に連結される、請求項２０に記載の液晶
表示装置の駆動装置。
【請求項２２】
　前記第１スイッチは、一端が前記第１電源に連結され、前記第２スイッチは、一端が前
記第１スイッチの他端に連結され、他端が前記第２電源に連結される、請求項２１に記載
の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２３】
　前記出力マルチプレクサは、
　前記第１スイッチの制御電極および前記第３スイッチの制御電極を選択的に連結する第
５スイッチ；
　前記第２スイッチの制御電極および前記第４スイッチの制御電極を選択的に連結する第
６スイッチ；および
　前記第１および第２スイッチの接点および前記第３および第４スイッチの接点を選択的
に連結する第７スイッチ；を含む、請求項２２に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２４】
　前記フィードバック回路部は、
　前記第１および第２スイッチ接点と前記第２入力端との間に連結される第８スイッチ；
および
　前記第３および第４スイッチの接点と前記第２入力端との間に連結される第９スイッチ
；を含む、請求項２３に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２５】
　前記第５スイッチおよび前記第１スイッチの制御電極を選択的に連結する第１０スイッ
チ；および
　前記第６スイッチおよび前記第２スイッチの制御電極を選択的に連結する第１１スイッ
チ；をさらに含む、請求項２４に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電圧増幅出力回路およびこれを使用した液晶表示装置の駆動装置に関し、特
に、発熱特性およびスルーレート（Ｓｌｅｗｒａｔｅ）が優れた電圧増幅出力回路および
これを使用した液晶表示装置の駆動装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近来、パーソナルコンピュータやテレビなどの軽量化および薄型化によってディスプレ
イ装置も軽量化および薄型化が要求されており、このような要求に応じて陰極線管（Ｃａ
ｔｈｏｄｅ－Ｒａｙ－Ｔｕｂｅ;ＣＲＴ）の代わりに液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒ
ｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ；ＬＣＤ）などのフラットパネル型ディスプレイが開発され
ている。
【０００３】
　液晶表示装置は、両基板の間に注入されている異方性誘電率を有する液晶物質に電界（
ｅｌｅｃｔｒｉｃ　ｆｉｅｌｄ）を印加し、この電界の強さを調節して外部の光源（バッ
クライト）から基板に透過する光の量を調節することによって、所望の画像信号を得る表
示装置である。
【０００４】
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　このような液晶表示装置は、携帯が容易なフラットパネル型ディスプレイの中でも代表
的なものであり、この中でも薄膜トランジスタ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔ
ｏｒ;ＴＦＴ）をスイッチング素子として使用したＴＦＴ－ＬＣＤが主に利用されている
。
【０００５】
　このような液晶表示装置は、二つの電極に電圧を印加して液晶層に電界を生成し、この
電界の強さを調節して液晶層を通過する光の透過率を調節することによって、所望の画像
を表示する。
【０００６】
　液晶表示装置は、液晶層に一方向の電界が長時間印加されることによって発生する劣化
現象を防止するために、フレーム別、行別、または画素別に共通電圧Ｖｃｏｍに対するデ
ータ信号の電圧の極性を反転させる。この時、データ信号の電圧はデータ駆動部を通して
液晶層に伝達されるが、このようなデータ駆動部は、データ信号の電圧を増幅する増幅回
路および増幅回路から出力される信号を増幅回路に対応する画素に伝達する出力マルチプ
レクサを含む。
【０００７】
　しかし、一般的なデータ駆動部は、出力マルチプレクサの高い抵抗によって発生する発
熱による回路素子の破損はもちろん、増幅回路の出力電圧を画素に伝達する速度が遅く、
画素を充放電するのにかかる時間に対応するスルーレート（Ｓｌｅｗｒａｔｅ）が低下す
る問題があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明が解決しようとする技術的課題は、発熱特性およびスルーレート（Ｓｌｅｗｒａ
ｔｅ）が優れた電圧増幅出力回路およびこれを使用した液晶表示装置の駆動装置を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の特徴による電圧増幅出力回路は、映像信号に対応する階調電圧を受信して、前
記階調電圧に対応するデータ信号を生成して液晶表示装置の画素に印加する電圧増幅出力
回路であって、第１入力端に入力される前記階調電圧および第２入力端に入力されるフィ
ードバック信号に対応する第１および第２信号を生成して、前記第１および第２信号によ
ってオン／オフ駆動される第１および第２スイッチを利用して第１電圧を出力する増幅部
、前記第１および第２信号に対応してオン／オフ駆動される第３および第４スイッチを利
用して生成される前記データ信号を前記画素に印加する出力部、前記第１および第２信号
を前記第３および第４スイッチに選択的に供給する出力マルチプレクサ、および前記第１
電圧または前記データ信号のうちのいずれか一つを選択的に前記第２入力端に供給するフ
ィードバック回路部を含む。
【００１０】
　また、本発明の他の特徴による電圧増幅出力回路は、映像信号に対応する階調電圧を受
信して、共通電圧より高い第１データ信号および前記共通電圧より低い第２データ信号を
生成して前記第１および第２データ信号を液晶表示装置の第１画素および前記第１画素に
隣接する第２画素に選択的に印加するポジティブおよびネガティブ増幅出力部を含む電圧
増幅出力回路であって、前記ポジティブおよびネガティブ増幅出力部それぞれは、第１入
力端に入力される前記階調電圧および第２入力端に入力されるフィードバック信号に対応
する第１および第２信号を生成して、前記第１および第２信号によってオン／オフ駆動さ
れる第１および第２スイッチを利用して第１電圧を出力する増幅部、前記第１および第２
信号に対応してオン／オフ駆動される第３および第４スイッチを利用して生成される前記
第１および第２データ信号それぞれを前記第１および第２画素それぞれに印加する出力部
、および前記第１電圧、前記第１および第２データ信号のうちのいずれか一つを選択的に
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前記第２入力端に供給するフィードバック回路部を含む。
【００１１】
　また、本発明の特徴による液晶表示装置の駆動装置は、複数の基準階調電圧を生成する
基準階調電圧生成器、および前記複数の基準階調電圧に基づいて複数の階調電圧を生成し
て、前記複数の階調電圧のうちの外部から印加される映像信号に対応する階調電圧を選択
して、生成されるデータ信号を前記画素に印加するデータ駆動部を含み、前記データ駆動
部は、前記映像信号に対応する階調電圧を受信して、前記階調電圧に対応するデータ信号
を生成して液晶表示装置の画素に印加する電圧増幅出力回路を含み、前記増幅出力回路は
、第１入力端に入力される前記階調電圧および第２入力端に入力されるフィードバック信
号に対応する第１および第２信号を生成して、前記第１および第２信号によってオン／オ
フ駆動される第１および第２スイッチを利用して第１電圧を出力する増幅部、前記第１お
よび第２信号に対応してオン／オフ駆動される第３および第４スイッチを利用して生成さ
れる前記データ信号を前記画素に印加する出力部、前記第１および第２信号を前記第３お
よび第４スイッチに選択的に供給する出力マルチプレクサ、および前記第１電圧または前
記データ信号のうちのいずれか一つを選択的に前記第２入力端に供給するフィードバック
回路部を含む。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の特徴によれば、動作モードに関係なく常に正確なフィードバック電圧を得るこ
とができ、誤動作を起こさず、高温発熱を防止すると同時に、スルーレート（Ｓｌｅｗｒ
ａｔｅ）を向上させる、電圧増幅出力回路およびこれを使用した液晶表示装置の駆動装置
を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施例による液晶表示装置を示した図面である。
【図２】本発明の実施例による液晶表示装置の各画素１１０の等価回路を示した図面であ
る。
【図３】本発明の実施例によるデータ駆動部３００のブロック図である。
【図４】一般的な液晶表示装置に含まれるデータ駆動部の電圧増幅出力部１０を簡略に示
した図面である。
【図５】本発明の実施例による電圧増幅出力部３４０に含まれる複数の増幅出力部（３４
０－１～３４０－ｍ）のうちの一つの増幅出力部（３４０－１）を簡略に示した図面であ
る。
【図６】本発明の他の実施例による増幅出力部（３４０－１´）を示した図面である。
【図７】本発明の他の実施例による電圧増幅出力部（３４０´）を示した図面である。
【図８】一般的な液晶表示装置に含まれるデータ駆動部の電圧増幅出力部２０を簡略に示
した図面である。
【図９】本発明の他の実施例による電圧増幅出力部（３４０´）に含まれる複数のポジテ
ィブおよびネガティブ増幅出力部（Ｐ１－Ｐｘ、Ｎ１－Ｎｙ）のうちの一対のポジティブ
およびネガティブ増幅出力部（Ｐ１、Ｎ１）を簡略に示した図面である。
【図１０】本発明の他の実施例による一対のポジティブおよびネガティブ増幅出力部（Ｐ
１´、Ｎ１´）を示した図面である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、添付した図面を参考にして、本発明の実施例について、本発明が属する技術分野
で通常の知識を有する者が容易に実施することができるように詳しく説明する。しかし、
本発明は多様な相異する形態で具現され、ここで説明する実施例に限定されない。そして
、図面では、本発明を明確に説明するために、説明に関係ない部分は省略し、明細書全体
にわたって類似する部分については、類似する図面符号を付けた。
【００１５】
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　明細書全体で、ある部分が他の部分と“連結”されているとする時、これは“直接的に
連結”されている場合だけでなく、その中間に他の素子をおいて“電気的に連結”されて
いる場合も含む。また、ある部分がある構成要素を“含む”とする時、これは特に反対の
記載がない限り、他の構成要素を除外するのではなく、他の構成要素をさらに含むことが
できることを意味する。
【００１６】
　次に、本発明の実施例による電圧増幅出力回路およびこれを使用した液晶表示装置の駆
動装置について図面を参考にして詳細に説明する。図１は本発明の実施例による液晶表示
装置を示した図面である。
【００１７】
　図１に示したように、本発明の実施例による液晶表示装置は、液晶表示パネル１００、
走査駆動部２００、データ駆動部３００、基準階調電圧生成部４００、および信号制御部
５００を含む。
【００１８】
　液晶表示装置パネル１００には走査駆動部２００から印加される走査オン信号を伝達す
るための複数の走査線Ｇ１－Ｇｎ、そして複数の走査線と絶縁されて交差して、階調デー
タに対応する階調データ電圧を伝達するためのデータ線Ｄ１－Ｄｍが形成されている。行
列形態に配列された複数の画素１１０は、それぞれ走査線およびデータ線によって囲まれ
ていて、走査線およびデータ線を通して入力される信号によってバックライト（図示せず
）から照射される光の透過率を変更させるが、これを図２を参照して説明する。
【００１９】
　図２は本発明の実施例による液晶表示装置の各画素１１０の等価回路を示した図面であ
る。
【００２０】
　図２に示したように、液晶表示装置の各画素１１０は、ＴＦＴ１１２、液晶キャパシタ
Ｃ１、およびストレージキャパシタＣｓｔを含む。参考に、図２において、データ線Ｄｊ
はデータ線Ｄ１－Ｄｍのうちの任意の一つのデータ線を示し、走査線Ｇｉは走査線Ｇ１ｐ
－Ｇｎのうちの任意の一つの走査線を示す。
【００２１】
　ＴＦＴ１１２は、ソース電極がデータ線Ｄｊに連結され、ゲート電極が走査線Ｇｉに連
結される。液晶キャパシタＣ１は、ＴＦＴ１１２のドレイン電極と共通電圧Ｖｃｏｍとの
間に連結される。そして、ストレージキャパシタＣｓｔは、液晶キャパシタＣ１と並列に
連結される。
【００２２】
　図２において、走査線Ｇｉに走査信号が印加されてＴＦＴ１１２がターンオンされると
、データ線Ｄｊに供給されたデータ電圧ＶｄがＴＦＴ１１２を通して各画素電極（図示せ
ず）に印加される。そうすると、画素電極に印加される画素電圧Ｖｐおよび共通電圧Ｖｃ
ｏｍの差に相当する電界が液晶（図２では等価的に液晶キャパシタＣ１で示した）に印加
されて、この電界の強さに対応する透過率で光が透過する。この時、画素電圧Ｖｐは１フ
レームまたは１フィールドの間維持されるべきであり、図２のストレージキャパシタＣｓ
ｔは画素電極に印加される画素電圧Ｖｐを維持するために補助的に使用される。
【００２３】
　走査駆動部２００は、液晶表示パネル１００の走査ラインＧ１－Ｇｎに連結されて、ゲ
ートオン電圧Ｖｏｎおよびゲートオフ電圧Ｖｏｆｆの組み合わせからなる走査信号を走査
ラインＧ１－Ｇｎに印加する。具体的に、走査駆動部２００は、信号制御部５００から伝
達されたゲート制御信号ＳＧによってゲートオン電圧Ｖｏｎを走査ラインＧ１－Ｇｎに印
加して、走査ラインＧ１－Ｇｎに連結されたＴＦＴをターンオンさせる。そうすると、デ
ータラインＤ１－Ｄｍに印加されたデータ電圧はターンオンされたＴＦＴを通して当該画
素１１０に印加される。
【００２４】
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　データ駆動部３００は、液晶表示パネル１００のデータ線Ｄ１－Ｄｍに連結されていて
、基準階調電圧生成部４００から入力される基準階調電圧に基づいて複数の階調電圧を生
成する。具体的に、データ駆動部３００は、信号制御部５００からデジタル映像信号ＤＡ
Ｔを受信して、基準階調電圧生成部４００から入力される複数の階調電圧のうちの受信さ
れるデジタル映像信号ＤＡＴに対応する階調電圧、つまりデータ電圧を選択してデータラ
インＤ１－Ｄｍに印加する。
【００２５】
　基準階調電圧生成部４００は、電源電圧供給部（図示せず）から入力される複数の電圧
ＶＤＤ、ＶＳＳ、Ｖｇｍａを使用して画素１１０の透過率に関する二対の基準階調電圧の
集合を生成する。二対のうちの一対は共通電圧Ｖｃｏｍに対して正の値Ｖｃｏｍ～ＶＤＤ
を有し、他の一対は負の値Ｖｃｏｍ～Ｖｓｓを有する。
【００２６】
　信号制御部５００は、外部またはグラフィック制御器（図示せず）から階調データ信号
Ｒ、Ｇ、Ｂデータおよびその表示を制御する入力制御信号を受信する。入力制御信号の例
としては、水平同期信号Ｈｓｙｎｃ、垂直同期信号Ｖｓｙｎｃ、データ印加領域信号ＤＥ
、およびメインクロックＭＣＬＫなどがある。ここで、データ印加領域信号ＤＥはデータ
が出力される領域を示す信号であり、メインクロックＭＣＬＫはマイクロプロセッサ（Ｍ
ｉｃｒｏｐｒｏｃｅｓｓｏｒ)（図示せず）から入力されて基準信号になるクロック信号
である。
【００２７】
　信号制御部５００は、階調データ信号Ｒ、Ｇ、Ｂデータを液晶表示装置パネル１００の
動作条件に合うように適切に処理して、ゲート制御信号Ｓｇ、データ制御信号Ｓｄ、およ
びデジタル映像信号ＤＡＴを生成する。信号制御部５００は、ゲート制御信号Ｓｇを走査
駆動部２００に伝達し、データ制御信号Ｓｄおよびデジタル映像信号ＤＡＴをデータ駆動
部３００に供給することによって、走査駆動部２００およびデータ駆動部３００を制御す
る。
【００２８】
　ゲート制御信号Ｓｇは、走査開始を指示する走査開始信号ＳＴＶおよびゲートオン電圧
Ｖｏｎの出力周期を制御する少なくとも一つのクロック信号を含む。そして、ゲート制御
信号Ｓｇは、ゲートオン電圧Ｖｏｎの維持時間を限定する出力イネーブル信号ＯＥをさら
に含むことができる。
【００２９】
　データ制御信号Ｓｄは、いずれか一つの行の画素１１０に対する映像信号の伝送開始を
知らせる水平同期開始信号ＳＴＨ、データ線Ｄ１－Ｄｍにデータ信号の印加を指示するロ
ード信号（ＬＯＡＤ）、およびデータクロック信号（ＨＣＬＫ）を含む。そして、データ
制御信号Ｓｄは、また、共通電圧Ｖｃｏｍに対するデータ信号の電圧の極性（以下、“共
通電圧に対するデータ信号の電圧の極性”を略して“データ信号の極性”という）を反転
させる反転信号（ＲＶＳ）をさらに含むことができる。
【００３０】
　また、データ制御信号（Ｓｄ）は、データ駆動部３００の動作を制御する複数の信号（
ＳＥＬ０、ＳＥＬ１、ＳＨＬ）をさらに含むことができる
【００３１】
　画素１１０に印加されたデータ信号の電圧および共通電圧Ｖｃｏｍの差は液晶キャパシ
タＣ１の充電電圧、つまり画素電圧Ｖｐとして現れる。液晶分子は、画素電圧Ｖｐの大き
さによってその配列が異なり、それによって液晶層を通過する光の偏光が変化する。この
ような偏光の変化は液晶表示装置パネル１００に付着された偏光子によって光の透過率変
化として現れる。
【００３２】
　水平周期[“１Ｈ”とも示し、水平同期信号Ｈｓｙｎｃおよびデータイネーブル信号（
ＤＥ）の一周期と同一である］を単位としてこのような過程を繰り返すことによって、す
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べてのゲート線Ｇ１－Ｇｎに対して順次にゲートオン電圧（Ｖｏｎ）を印加し、すべての
画素１００にデータ信号を印加して、１フレーム（ｆｒａｍｅ）の映像を表示する。
【００３３】
　１フレームが終わると次のフレームが始まって、各画素１１０に印加されるデータ信号
の極性が直前のフレームでの極性と反対になるように、データ駆動部３００に印加される
反転信号（ＲＶＳ）の状態が制御される（フレーム反転）。この時、１フレーム内でも反
転信号（ＲＶＳ）の特性によって一つのデータ線を通して流れるデータ信号の極性が変化
したり（例：行反転、点反転）、一つの画素行に印加されるデータ信号の極性が互いに異
なることもある。（例：行反転、点反転）
【００３４】
　次に、図３を参考にして、本発明の実施例によるデータ駆動部３００について詳細に説
明する。
【００３５】
　図３は本発明の実施例によるデータ駆動部３００のブロック図である。
【００３６】
　図３に示されているように、本発明の実施例によるデータ駆動部３００は、シフトレジ
スター３１０、ラッチ３２０、デジアナ変換部３３０、および電圧増幅出力部３４０を含
む。
【００３７】
　シフトレジスター３１０は、信号制御部５００からデータクロック信号（ＨＣＬＫ）お
よび複数の制御信号（ＳＨＬ、ＳＥＬ０、ＳＥＬ１）を受信して、シフト方向制御信号（
ＳＨＬ）のレベルによってパルス入出力端子ＤＩＯ１、ＤＩＯ２の機能を決定してシフト
方向を決定する。例えば、シフト方向制御信号（ＳＨＬ）がハイレベルであれば、パルス
入出力端子ＤＩＯ１はシフトレジスター３１０の動作開始を指示する開始パルス（図示せ
ず）の入力ピンとして機能し、パルス入出力端子ＤＩＯ２は開始パルスの出力ピンとして
機能する。もちろん、シフト方向制御信号（ＳＨＬ）がローレベルであれば、パルス入出
力端子ＤＩＯ１、ＤＩＯ２の機能は変わるようになる。一方、制御信号ＳＥＬ０、ＳＥＬ
１は出力選択信号であって、制御信号ＳＥＬ０、ＳＥＬ１それぞれのレベルによってシフ
トレジスター３１０の出力端子のうちのイネーブルされる出力端子が決定される。
【００３８】
　ラッチ３２０は、シフトレジスター３１０から入力されるイネーブル信号によって信号
制御部５００から入力されるデジタル映像信号（ＤＡＴ）を保存する。シフトレジスター
３１０は、データクロック信号（ＨＣＫ）に同期してイネーブル信号が出力される出力端
子の位置を一つずつシフトさせ、これによってシフトレジスター３１０の出力端子それぞ
れに対応するラッチ３２０の領域も順次にシフトされる。これによって、ラッチ３２０の
全領域に信号制御部５００から入力されるデジタル映像信号（ＤＡＴ）が順次に保存され
る。
【００３９】
　ラッチ３２０の全領域に信号制御部５００から入力されるデジタル映像信号（ＤＡＴ）
が保存されると、データ駆動集積回路は隣接するデータ駆動集積回路にキャリー（ｃａｒ
ｒｙ）信号などを出力して、隣接するデータ駆動集積回路も同一な動作を行うようにする
。このような動作によって、結局、一つの行分のデジタル映像信号（ＤＡＴ）が全てのデ
ータ駆動部３００のラッチ３２０に分けられて保存される。
【００４０】
　一つの行分のデジタル映像信号（ＤＡＴ）がラッチ３２０の全領域に保存されると、信
号制御部５００は、ラッチ３２０に印加するロード信号（ＬＯＡＤ）のレベルを変更し、
これによってラッチ３２０の全領域に保存されたデジタル映像信号（ＤＡＴ）が一度にデ
ジアナ変換部３３０に伝達される。
【００４１】
　デジアナ変換部３３０は、基準階調電圧生成部４００から伝達される複数のアナログ階



(11) JP 2011-501825 A 2011.1.13

10

20

30

40

50

調電圧のうちの伝達されたデジタル映像信号（ＤＡＴ）に対応する階調電圧を選択して、
電圧増幅出力部３４０に伝達する。
【００４２】
　電圧増幅出力部３４０は、デジアナ変換部３３０から入力される電圧を増幅して出力す
る複数の増幅出力部３４０－１～３４０－ｍを含む。複数の増幅出力部３４０－１～３４
０－ｍそれぞれは、デジアナ変換部３３０から入力された階調電圧に基づいてデータ信号
を生成し、生成されたデータ信号をデータ線Ｄ１～Ｄｍを通して液晶キャパシタＣ１に出
力する。
【００４３】
　以下、本発明の実施例による電圧増幅出力部３４０について詳しく説明する。まず、一
般的な液晶表示装置に含まれるデータ駆動部の電圧増幅出力部１０を図４を参照して説明
する。
【００４４】
　図４は一般的な液晶表示装置に含まれるデータ駆動部の電圧増幅出力部１０を簡略に示
した図面である。
【００４５】
　図４に示したように、一般的な液晶表示装置に含まれるデータ駆動部の電圧増幅出力部
１０は、増幅部１１および出力マルチプレクサ（Ｏｕｔｐｕｔ　ＭＵＸ）１２を含む。
【００４６】
　増幅部１１の出力端１１－１は、二つの出力スイッチＴＲ１、ＴＲ２を含む。スイッチ
ＴＲ１は、一端がＶＤＤ電圧を供給する電源ＶＤＤに連結され、他端が出力マルチプレク
サ１２の入力端に連結される。そして、スイッチＴＲ２は、一端が出力マルチプレクサ１
２の入力端に連結され、他端がＶＳＳ電圧を供給する電源ＶＳＳに連結される。
【００４７】
　出力マルチプレクサ１２は、スイッチＱを含む。出力マルチプレクサ１２の入力端は出
力スイッチＴＲ１、ＴＲ２の接点に連結され、出力端は液晶キャパシタＣ１に連結される
。
【００４８】
　増幅部１１の反転入力端（－）は出力マルチプレクサ１１の入力端及び出力スイッチＴ
Ｒ１、ＴＲ２の接点に連結されて、現在出力マルチプレクサ１２に入力される電圧Ｖｆｂ
がフィードバック（Ｆｅｅｄｂａｃｋ）される。そして、増幅部１１の非反転入力端（＋
）はデジアナ変換部３３０から入力される入力電圧（Ｖｉｎ）を受信する。増幅部１１は
、非反転入力端（＋）に入力される電圧および反転入力端（－）に入力される電圧に対応
して、液晶キャパシタＣ１を充電または放電させる。
【００４９】
　出力マルチプレクサ１２のスイッチＱは、ハイインピーダンス（Ｈｉ　ｉｍｐｅｄａｎ
ｃｅ；Ｈｉ－Ｚ）、チャージシェアー（Ｃｈａｒｇｅ　ｓｈａｒｅ）、およびプリチャー
ジ（ｐｒｅ－ｃｈａｒｇｅ）動作時を除いては、常にオン（Ｏｎ）状態を維持する。
【００５０】
　スイッチＱがオン（Ｏｎ）状態である時に、スイッチＱは増幅部１１の出力端１１－１
を通して液晶キャパシタＣ１に流れる電流経路上で一種の抵抗成分として現れる。一般に
、データ駆動部１０に含まれる出力マルチプレクサ１２のスイッチＱの抵抗成分は数十Ｋ
Ω程度と大きい。スイッチＱの大きい抵抗値は、画素の充放電時に、スイッチＱを流れる
電流との相互作用による高温発熱の発生の原因となる。また、スイッチＱの抵抗値は、ス
イッチＱがオン（Ｏｎ）状態を維持する間は電圧増幅出力部１０の出力ロッドに作用して
、電圧増幅出力部１０の出力ロッドを大きく増加させる。これによって、増幅部１１から
出力される電圧が出力マルチプレクサ１２を通して液晶キャパシタＣ１に伝達される速度
が遅くなるので、画素を充放電する時間に対応するスルーレート（Ｓｌｅｗ　ｒａｔｅ）
が低下する。
【００５１】



(12) JP 2011-501825 A 2011.1.13

10

20

30

40

50

　このようなスルーレートの低下および高温発熱の発生は、電圧増幅出力部１０の性能低
下および回路素子の破損の原因となって問題になるが、このような問題を解決するための
本発明の実施例による電圧増幅出力部３４０を、図５を参照して説明する。
【００５２】
　図５は本発明の実施例による電圧増幅出力部３４０に含まれる複数の増幅出力部３４０
－１～３４０－ｍのうちの一つの増幅出力部３４０－１を簡略に示した図面である。参考
に、本発明の実施例による電圧増幅出力部３４０に含まれる他の増幅出力部３４０－２～
３４０－ｍは全て増幅出力部３４０－１と同一な構造に形成される。
【００５３】
　図５に示したように、本発明の実施例による増幅出力部３４０－１は、増幅部３４０－
１ａ、出力マルチプレクサ（Ｏｕｔｐｕｔ　ＭＵＸ、３４０－１ｂ）、フィードバック回
路部３４０－１ｃ、および出力部３４０－１ｄを含む。
【００５４】
　増幅部３４０－１ａは、非反転入力端（＋）を通して入力されるデジアナ変換部３３０
の出力電圧（Ｖｉｎ）および反転入力端（－）を通して選択的に入力される二つのフィー
ドバック電圧Ｖｆｂ、Ｖｏｕｔのうちのいずれか一つに対応する電圧を出力マルチプレク
サ３４０－１ｂに出力する。増幅部３４０－１ａの出力端３４０－１ａ－１は、二つの出
力スイッチＴＲ１１、ＴＲ１２を含む。出力スイッチＴＲ１１は、一端がＶＤＤ電圧を供
給する電源ＶＤＤに連結され、他端が出力マルチプレクサ３４０－１ｂのスイッチＳＷ２
の一端に連結される。そして、出力スイッチＴＲ１２は、一端がスイッチＳＷ２の一端に
連結され、他端がＶＳＳ電圧を供給する電源ＶＳＳに連結される。一方、図５では、増幅
部３４０－１ａの出力端３４０－１ａ－１を形成する二つの出力スイッチＴＲ１１、ＴＲ
１２をそれぞれＰＮＰおよびＮＰＮトランジスターで示したが、これとは反対に、二つの
出力スイッチＴＲ１１、ＴＲ１２がそれぞれＮＰＮおよびＰＮＰトランジスターで形成さ
れてもよく、また、二つの出力スイッチＴＲ１１、ＴＲ１２が全てＮＰＮまたはＰＮＰト
ランジスターで形成されてもよい。
【００５５】
　出力部３４０－１ｄは、二つの出力スイッチＴＲ２１、ＴＲ２２を含む。出力スイッチ
ＴＲ２１は、一端がＶＤＤ電圧を供給する電源ＶＤＤに連結され、他端がデータ線を通し
て液晶キャパシタＣ１に連結される。そして、出力スイッチＴＲ２２は、一端がデータ線
を通して液晶キャパシタＣ１に連結され、他端がＶＳＳ電圧を供給する電源ＶＳＳに連結
される。一方、図５では、出力部３４０－１ｄを形成する二つの出力スイッチＴＲ２１、
ＴＲ２２をそれぞれＰＮＰおよびＮＰＮトランジスターで示したが、これとは反対に、二
つの出力スイッチＴＲ２１、ＴＲ２２がそれぞれＮＰＮおよびＰＮＰトランジスターで形
成されてもよく、また、二つの出力スイッチＴＲ２１、ＴＲ２２が全てＮＰＮまたはＰＮ
Ｐトランジスターで形成されてもよい。
【００５６】
　出力マルチプレクサ３４０－１ｂは、信号制御部５００から入力される制御信号によっ
てオン／オフされる三個のスイッチＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３を含む。スイッチＳＷ２は、
増幅部３４０－１ａの出力端３４０－１ａ－１の二つの出力スイッチＴＲ１１、ＴＲ１２
の接点と出力部３４０－１ｄの二つの出力スイッチＴＲ２１、ＴＲ２２の接点との間に連
結される。スイッチＳＷ１は、増幅部３４０－１ａの出力端３４０－１ａ－１の出力スイ
ッチＴＲ１１の制御電極と出力部３４０－１ｄの出力スイッチＴＲ２１の制御電極との間
に連結される。また、スイッチＳＷ３は、増幅部３４０－１ａの出力端３４０－１ａ－１
の出力スイッチＴＲ１２の制御電極と出力部３４０－１ｄの出力スイッチＴＲ２２の制御
電極との間に連結される。
【００５７】
　出力マルチプレクサ３４０－１ｂのスイッチＳＷ２は、増幅部３４０－１ａの出力信号
を出力部３４０－１ｄに伝達する。そして、出力マルチプレクサ３４０－１ｂのスイッチ
ＳＷ２は、増幅部３４０－１ａの出力端３４０－１ａ－１の二つの出力スイッチＴＲ１１
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、ＴＲ１２の制御電極に印加される制御信号を出力部３４０－１ｄの二つの出力スイッチ
ＴＲ２１、ＴＲ２２の制御電極に伝達する。参考に、三個のスイッチＳＷ１、ＳＷ２、Ｓ
Ｗ３は全て同時にオン／オフ駆動され、ハイインピーダンス（Ｈｉ　ｉｍｐｅｄａｎｃｅ
;Ｈｉ－Ｚ）、チャージシェアー（Ｃｈａｒｇｅ　ｓｈａｒｅ）、およびプリチャージ（
ｐｒｅ　ｃｈａｒｇｅ）モードで駆動される時を除いては、常にオン（Ｏｎ）状態を維持
する。
【００５８】
　フィードバック回路部３４０－１ｃは、二つのスイッチＳＷ４、ＳＷ５を含む。
【００５９】
　スイッチＳＷ４は、一端が増幅部３４０－１ａの二つの出力スイッチＴＲ１１、ＴＲ１
２および出力マルチプレクサ３４０－１ｂのスイッチＳＷ２の接点に連結され、他端が増
幅部３４０－１ａの反転入力端（－）に連結される。スイッチＳＷ５は、一端が出力部３
４０－１ｄの二つの出力スイッチＴＲ２１、ＴＲ２２および液晶キャパシタＣ１の接点に
連結され、他端が増幅部３４０－１ａの反転入力端（－）に連結される。
【００６０】
　二つのスイッチＳＷ４、ＳＷ５は常に交互にオン／オフ駆動される。つまり、スイッチ
ＳＷ４は、ハイインピーダンス（Ｈｉ　ｉｍｐｅｄａｎｃｅ;Ｈｉ－Ｚ）、チャージシェ
アー（Ｃｈａｒｇｅ　ｓｈａｒｅ）、およびプリチャージ（ｐｒｅｃｈａｒｇｅ）モード
で駆動される時にだけターンオン状態を維持する。そして、スイッチＳＷ５は、ハイイン
ピーダンス（Ｈｉ　ｉｍｐｅｄａｎｃｅ;Ｈｉ－Ｚ）、チャージシェアー（Ｃｈａｒｇｅ
　ｓｈａｒｅ）、およびプリチャージ（ｐｒｅｃｈａｒｇｅ）モードで駆動される時にだ
けターンオンされる。
【００６１】
　これによって、ハイインピーダンス（Ｈｉ　ｉｍｐｅｄａｎｃｅ;Ｈｉ－Ｚ）、チャー
ジシェアー（Ｃｈａｒｇｅ　ｓｈａｒｅ）、およびプリーチャージ（ｐｒｅｃｈａｒｇｅ
）モードで駆動される時に増幅部３４０－１ａの反転入力端（－）にフィードバックされ
る信号は、増幅部３４０－１ａの出力信号（Ｖｆｂ）となる。そして、液晶キャパシタＣ
１を充放電させるドライビングモード（Ｄｒｉｖｉｎｇ　ｍｏｄｅ）で駆動される時に増
幅部３４０－１ａの反転入力端（－）にフィードバックされる信号は、増幅出力部３４０
－１の出力電圧（Ｖｏｕｔ）になる。
【００６２】
　一方、図５に示したのとは異なって、液晶キャパシタＣ１を充放電させるドライビング
モード（Ｄｒｉｖｉｎｇ　ｍｏｄｅ）で駆動される時、つまりマルチプレクサ３４０－１
ｂのスイッチＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３がターンオンされる時に、増幅部３４０－１ａの出
力端３４０－１ａ－１が駆動されないように実現することもできるので、これを図６に示
した。
【００６３】
　図６は本発明の他の実施例による増幅出力部３４０－１´を示した図面である。図６に
示した本発明の他の実施例による増幅出力部３４０－１´は、本発明の実施例による増幅
出力部３４０－１の増幅部３４０－１ａの出力端３４０－１ａ－１の二つの出力スイッチ
ＴＲ１１、ＴＲ１２の制御電極と出力マルチプレクサ３４０－１ｂのスイッチＳＷ１、Ｓ
Ｗ３の一端との間にスイッチＳＷ６、ＳＷ７をさらに含むものである。
【００６４】
　図６に示した本発明の他の実施例による増幅出力部３４０－１´は、出力マルチプレク
サ３４０－１ｂのスイッチＳＷ１、ＳＷ２、ＳＷ３がターンオンされる時に、スイッチＳ
Ｗ６、ＳＷ７はオフされるように制御される。これによって、液晶キャパシタＣ１を充放
電させるドライビングモード（Ｄｒｉｖｉｎｇ　ｍｏｄｅ）で駆動される時に、増幅部３
４０－１ａの出力端３４０－１ａ－１が駆動されない。
【００６５】
　図５および図６に示した本発明の実施例による増幅出力部３４０－１、３４０－１´は
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、動作モードに関係なく常に正確なフィードバック電圧を得ることができ、増幅部３４０
－１ａの誤動作を防止することができる。また、増幅部１１の出力電圧を高抵抗成分であ
る出力マルチプレクサ１２のスイッチ（Ｑ）を通して液晶キャパシタＣ１に伝達する一般
的な液晶表示装置に含まれるデータ駆動部の電圧増幅出力部１０とは異なって、出力部３
４０－１ｄを通して増幅部３４０－１ａの出力電圧に対応する電圧を液晶キャパシタＣ１
に伝達することによって、スルーレート（Ｓｌｅｗ　ｒａｔｅ）を向上させることができ
、高温発熱を防止することができる。
【００６６】
　一方、本発明の実施例による電圧増幅出力部３４０は、図３に示したものとは異なって
、ポジティブ増幅回路Ｐ１－Ｐｘおよびネガティブ増幅回路Ｎ１－Ｎｙを別途に含むよう
に形成され、これを図７を参照して説明する。
【００６７】
　図７は本発明の他の実施例による電圧増幅出力部３４０´を示した図面である。
【００６８】
　図７に示したように、本発明の他の実施例による電圧増幅出力部３４０´は、複数のポ
ジティブ増幅出力部Ｐ１－Ｐｘおよびネガティブ増幅出力部Ｎ１－Ｎｙを含む。
【００６９】
　複数のポジティブ増幅出力部Ｐ１－Ｐｘは、複数の基準階調電圧に基づいて生成された
複数の階調電圧のうちの共通電圧Ｖｃｏｍより所定のレベル高い階調電圧を画素の液晶キ
ャパシタＣ１に印加する。そして、複数のネガティブ増幅出力部Ｎ１－Ｎｙは、複数の階
調電圧のうちの共通電圧Ｖｃｏｍより所定のレベル低い階調電圧を画素の液晶キャパシタ
Ｃ１に印加する。
【００７０】
　複数のポジティブおよびネガティブ増幅出力部Ｐ１－Ｐｘ、Ｎ１－Ｎｙは、デジアナ変
換部（図３の３３０）から入力される階調電圧を増幅して生成されるデータ信号をデータ
線Ｄ１－Ｄｍを通して液晶キャパシタＣ１に出力する。ここで、複数のポジティブ増幅出
力部Ｐ１－Ｐｘは、共通電圧Ｖｃｏｍより所定のレベル高いデータ信号を生成し、複数の
ネガティブ増幅出力部Ｎ１－Ｎｙは、共通電圧Ｖｃｏｍより所定のレベル低いデータ信号
を生成する。複数のポジティブおよびネガティブ増幅出力部Ｐ１－Ｐｘ、Ｎ１－Ｎｙは、
信号制御部５００から入力される反転信号ＲＶＳによってデジアナ変換部（図３の３３０
）から入力される階調電圧に対応するデータ信号をデータ線Ｄ１－Ｄｍのうちの隣接する
二つのデータ線（Ｄｏｄｄ、Ｄｅｖｅｎ）のうちの一つのデータ線を通して選択的に出力
する。
【００７１】
　以下、本発明の他の実施例による電圧増幅出力部３４０´について詳しく説明する。ま
ず、ポジティブ増幅出力部およびネガティブ増幅出力部を使用した一般的な液晶表示装置
に含まれるデータ駆動部の電圧増幅出力部２０を図８を参照して説明する。
【００７２】
　図８は一般的な液晶表示装置に含まれるデータ駆動部の電圧増幅出力部２０を簡略に示
した図面である。
【００７３】
　図８に示したように、一般的な液晶表示装置に含まれるデータ駆動部の電圧増幅出力部
２０は、ポジティブ増幅出力部Ｐ１１およびネガティブ増幅出力部Ｎ１１を含む。ポジテ
ィブ増幅出力部Ｐ１１およびネガティブ増幅出力部Ｎ１１は、それぞれ図４に示した一般
的な液晶表示装置に含まれるデータ駆動部の電圧増幅出力部１０とほぼ類似した構造から
なるので、同一に形成される部分に対する説明は省略する。ポジティブ増幅出力部Ｐ１１
およびネガティブ増幅出力部Ｎ１１は、図４に示した一般的な液晶表示装置に含まれるデ
ータ駆動部の電圧増幅出力部１０に比べて多くの出力マルチプレクサ２３－２６を含み、
これを利用して増幅部２１、２２の出力信号を信号制御部５００から入力される反転信号
ＲＶＳに対応して選択的に液晶キャパシタＣ１または液晶キャパシタＣ２に出力する。
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【００７４】
　図８に示した一般的な液晶表示装置に含まれるデータ駆動部の電圧増幅出力部２０の出
力マルチプレクサ２３－２６のスイッチＱ１－Ｑ４は、オン（Ｏｎ）状態である時に、増
幅部２１、２２の出力端２１－１、２２－１を通して液晶キャパシタＣ１、Ｃ２に流れる
電流経路上で一種の抵抗成分として現れる。一般に、データ駆動部２０に含まれる出力マ
ルチプレクサ２３－２６のスイッチＱ１－Ｑ４の抵抗成分は数十ＫΩ程度と大きい。スイ
ッチＱ１－Ｑ４の大きい抵抗値は、画素の充放電時に、スイッチＱ１－Ｑ４を流れる電流
との相互作用による高温発熱の発生の原因となる。また、スイッチＱ１－Ｑ４の抵抗値は
、スイッチＱ１－Ｑ４がオン（Ｏｎ）状態を維持する間は電圧増幅出力部２０の出力ロッ
ドに作用して、電圧増幅出力部２０の出力ロッドを大きく増加させる。これによって、増
幅部２１、２２から出力される電圧が出力マルチプレクサ２３－２６を通して液晶キャパ
シタＣ１、Ｃ２に伝達される速度が遅くなるので、画素を充放電する時間に対応するスル
ーレート（Ｓｌｅｗ　ｒａｔｅ）が低下する。
【００７５】
　このようなスルーレートの低下および高温発熱の発生は、電圧増幅出力部２０の性能低
下および回路素子の破損の原因となって問題になるが、このような問題を解決するための
本発明の実施例による電圧増幅出力部３４０´を、図９を参照して説明する。
【００７６】
　図９は本発明の他の実施例による電圧増幅出力部３４０´に含まれる複数のポジティブ
およびネガティブ増幅出力部Ｐ１－Ｐｘ、Ｎ１－Ｎｙのうちの一対のポジティブおよびネ
ガティブ増幅出力部Ｐ１、Ｎ１を簡略に示した図面である。参考に、本発明の実施例によ
る電圧増幅出力部３４０´に含まれる他のポジティブおよびネガティブ増幅出力部の複数
の対Ｐ２－Ｐｘ、Ｎ２－Ｎｙも全て図９に示した一対のポジティブおよびネガティブ増幅
出力部Ｐ１、Ｎ１と同一な構造に形成される。
【００７７】
　図９に示したように、本発明の他の実施例によるポジティブ増幅出力部Ｐ１は、増幅部
Ｐ１ａ、出力マルチプレクサＰ１ｂ－１、Ｐ１ｂ－２、フィードバック回路部Ｐ１ｃ、お
よび出力部Ｐ１ｄを含む。そして、ネガティブ増幅出力部Ｎ１は、増幅部Ｎ１ａ、出力マ
ルチプレクサＮ１ｂ－１、Ｎ１ｂ－２、フィードバック回路部Ｎ１ｃ、および出力部Ｎ１
ｄを含む。
【００７８】
　ポジティブ増幅出力部Ｐ１は、非反転入力端（＋）を通して入力されるデジアナ変換部
（図３の３３０）の出力電圧（Ｖｉｎ）および反転入力端（－）を通して選択的に入力さ
れる三個のフィードバック電圧Ｖｆｂ４、Ｖｏｕｔ３、Ｖｏｕｔ４のうちのいずれか一つ
に対応する電圧を出力マルチプレクサＰ１ｂ－１、Ｐ１ｂ－２に出力する。増幅部Ｐ１ａ
の出力端Ｐ１ａ－１は、二つの出力スイッチＴＲ３１、ＴＲ３２を含む。出力スイッチＴ
Ｒ３１は、一端がＶＤＤ電圧を供給する電源ＶＤＤに連結され、他端が出力マルチプレク
サＰ１ｂのスイッチＳＷ９の一端に連結される。そして、出力スイッチＴＲ３２は、一端
がスイッチＳＷ９の一端に連結され、他端がＶＳＳ電圧を供給する電源ＶＳＳに連結され
る。一方、図９では、増幅部Ｐ１ａの出力端Ｐ１ａ－１を形成する二つの出力スイッチＴ
Ｒ３１、ＴＲ３２をそれぞれＰＮＰおよびＮＰＮトランジスターで示したが、これとは反
対に、二つの出力スイッチＴＲ３１、ＴＲ３２がそれぞれＮＰＮおよびＰＮＰトランジス
ターで形成されてもよく、また、二つの出力スイッチＴＲ３１、ＴＲ３２が全てＮＰＮま
たはＰＮＰトランジスターで形成されてもよい。
【００７９】
　出力部Ｐ１ｄは、二つの出力スイッチＴＲ３３、ＴＲ３４を含む。
【００８０】
　出力スイッチＴＲ３３は、一端がＶＤＤ電圧を供給する電源ＶＤＤに連結され、他端が
データ線を通して液晶キャパシタＣ１に連結される。そして、出力スイッチＴＲ３４は、
一端がデータ線を通して液晶キャパシタＣ１に連結され、他端がＶＳＳ電圧を供給する電
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源ＶＳＳに連結される。一方、図９では、出力部Ｐ１ｄを形成する二つの出力スイッチＴ
Ｒ３３、ＴＲ３４をそれぞれＰＮＰおよびＮＰＮトランジスターで示したが、これとは反
対に、二つの出力スイッチＴＲ３３、ＴＲ３４がそれぞれＮＰＮおよびＰＮＰトランジス
タで形成されてもよく、また、二つの出力スイッチＴＲ３３、ＴＲ３４が全てＮＰＮまた
はＰＮＰトランジスターで形成されてもよい。
【００８１】
　出力マルチプレクサＰ１ｂ－１は、信号制御部５００から入力される制御信号によって
オン／オフされる三個のスイッチＳＷ８、ＳＷ９、ＳＷ１０を含む。スイッチＳＷ９は、
増幅部Ｐ１ａの出力端Ｐ１ａ－１の二つの出力スイッチＴＲ３１、ＴＲ３２と出力部Ｐ１
ｄの二つの出力スイッチＴＲ３３、ＴＲ３４の接点との間に連結される。スイッチＳＷ８
は、増幅部Ｐ１ａの出力端Ｐ１ａ－１の出力スイッチＴＲ３１の制御電極と出力部Ｐ１ｄ
の出力スイッチＴＲ３３の制御電極との間に連結される。また、スイッチＳＷ１０は、増
幅部Ｐ１ａの出力端Ｐ１ａ－１の出力スイッチＴＲ３２の制御電極と出力部Ｐ１ｄの出力
スイッチＴＲ３４の制御電極との間に連結される。
【００８２】
　出力マルチプレクサＰ１ｂ－１のスイッチＳＷ９は、増幅部Ｐ１ａの出力信号を出力部
Ｐ１ｄに伝達する。そして、出力マルチプレクサＰ１ｂ－１の二つのスイッチＳＷ８、Ｓ
Ｗ１０は、増幅部Ｐ１ａの出力端Ｐ１ａ－１の二つの出力スイッチＴＲ３１、ＴＲ３２の
制御電極に印加される制御信号をそれぞれ出力部Ｐ１ｄの二つの出力スイッチＴＲ３３、
ＴＲ３４の制御電極に伝達する。参考に、三個のスイッチＳＷ８、ＳＷ９、ＳＷ１０は全
て同時にオン／オフ駆動され、増幅部Ｐ１ａの出力信号を液晶キャパシタＣ１に供給する
場合にターンオンされる。
【００８３】
　出力マルチプレクサＰ１ｂ－２は、信号制御部５００から入力される制御信号によって
オン／オフされる三個のスイッチＳＷ１１、ＳＷ１２、ＳＷ１３を含む。スイッチＳＷ１
１は、一端が増幅部Ｐ１ａの出力端Ｐ１ａ－１の出力スイッチＴＲ３１の制御電極および
出力マルチプレクサＰ１ｂ－１のスイッチＳＷ８の接点に連結され、他端がネガティブ増
幅出力部Ｎ１の出力部（Ｎ１ｄ）の出力スイッチＴＲ４３の制御電極に連結される。スイ
ッチＳＷ１２は、一端が増幅部Ｐ１ａの出力端Ｐ１ａ－１の二つの出力スイッチＴＲ３１
、ＴＲ３２の接点および出力マルチプレクサＰ１ｂ－１のスイッチＳＷ９の接点に連結さ
れ、他端がネガティブ増幅出力部Ｎ１の出力部Ｎ１ｄの出力スイッチＴＲ４３および出力
スイッチＴＲ４４の接点に連結される。スイッチＳＷ１３は、一端が増幅部Ｐ１ａの出力
端Ｐ１ａ－１の出力スイッチＴＲ３２の制御電極および出力マルチプレクサＰ１ｂ－１の
スイッチＳＷ１０の接点に連結され、他端がネガティブ増幅出力部Ｎ１の出力部Ｎ１ｄの
出力スイッチＴＲ４４の制御電極に連結される。
【００８４】
　出力マルチプレクサＰ１ｂ－２のスイッチＳＷ１２は、増幅部Ｐ１ａの出力信号をネガ
ティブ増幅出力部Ｎ１の出力部Ｎ１ｄに伝達する。そして、出力マルチプレクサＰ１ｂ－
２の二つのスイッチＳＷ１１、ＳＷ１３は、増幅部Ｐ１ａ出力端Ｐ１ａ－１の二つの出力
スイッチＴＲ３１、ＴＲ３２の制御電極に印加される制御信号をそれぞれネガティブ増幅
出力部Ｎ１の出力部Ｎ１ｄの二つの出力スイッチＴＲ４３、ＴＲ４４の制御電極に伝達す
る。参考に、三個のスイッチＳＷ１１、ＳＷ１２、ＳＷ１３は全て同時にオン／オフ駆動
され、増幅部Ｐ１ａの出力信号を液晶キャパシタＣ２に供給する場合にターンオンされる
。
【００８５】
　フィードバック回路部Ｐ１ｃは、三個のスイッチＳＷ１４、ＳＷ１５、ＳＷ１６を含む
。
【００８６】
　スイッチＳＷ１４は、一端が増幅部Ｐ１ａの二つの出力スイッチＴＲ３１、ＴＲ３２お
よび出力マルチプレクサＰ１ｂのスイッチＳＷ９の接点に連結され、他端が増幅部Ｐ１ａ
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の反転入力端（－）に連結される。スイッチＳＷ１５は、一端が出力部Ｐ１ｄの二つの出
力スイッチＴＲ３３、ＴＲ３４および液晶キャパシタＣ１の接点に連結され、他端が増幅
部Ｐ１ａの反転入力端（－）に連結される。そして、スイッチＳＷ１６は、一端がネガテ
ィブ増幅出力部Ｎ１の出力部Ｎ１ｄの二つの出力スイッチＴＲ４３、ＴＲ４４および液晶
キャパシタＣ２の接点に連結され、他端が増幅部Ｐ１ａの反転入力端（－）に連結される
。
【００８７】
　スイッチＳＷ１４は、ハイインピーダンス（Ｈｉ　ｉｍｐｅｄａｎｃｅ;Ｈｉ－Ｚ）、
チャージシェアー（Ｃｈａｒｇｅ　ｓｈａｒｅ）、およびプリチャージ（ｐｒｅｃｈａｒ
ｇｅ）モードで駆動される時にだけターンオン状態を維持する。そして、スイッチＳＷ１
５は、出力マルチプレクサＰ１ｂ－１の三個のスイッチＳＷ８、ＳＷ９、ＳＷ１０と同時
にオン／オフ駆動される。また、スイッチＳＷ１６は出力マルチプレクサＰ１ｂ－２の三
個のスイッチＳＷ１１、ＳＷ１２、ＳＷ１３と同時にオン／オフ駆動される。
【００８８】
　ネガティブ増幅出力部Ｎ１は、非反転入力端（＋）を通して入力されるデジアナ変換部
（図３の３３０）の出力電圧（Ｖｉｎ）および反転入力端（－）を通じて選択的に入力さ
れる三個のフィードバック電圧Ｖｆｂ５、Ｖｏｕｔ３、Ｖｏｕｔ４のうちのいずれか一つ
に対応する電圧を出力マルチプレクサＮ１ｂ－１、Ｎ１ｂ－２に出力する。増幅部Ｎ１ａ
の出力端Ｎ１ａ－１は、二つの出力スイッチＴＲ４１、ＴＲ４２を含む。出力スイッチＴ
Ｒ４１は、一端がＶＤＤ電圧を供給する電源ＶＤＤに連結され、他端が出力マルチプレク
サＮ１ｂのスイッチＳＷ１８の一端に連結される。そして、出力スイッチＴＲ４２は、一
端がスイッチＳＷ１８の一端に連結され、他端がＶＳＳ電圧を供給する電源ＶＳＳに連結
される。一方、図９では、増幅部Ｎ１ａの出力端Ｎ１ａ－１を形成する二つの出力スイッ
チＴＲ４１、ＴＲ４２をそれぞれＰＮＰおよびＮＰＮトランジスターで示したが、これと
は反対に、二つの出力スイッチＴＲ４１、ＴＲ４２がそれぞれＮＰＮおよびＰＮＰトラン
ジスターで形成されてもよく、また、二つの出力スイッチＴＲ４１、ＴＲ４２が全てＮＰ
ＮまたはＰＮＰトランジスターで形成されてもよい。
【００８９】
　出力部Ｎ１ｄは、二つの出力スイッチＴＲ４３、ＴＲ４４を含む。
【００９０】
　出力スイッチＴＲ４３は、一端がＶＤＤ電圧を供給する電源ＶＤＤに連結され、他端が
データ線を通して液晶キャパシタＣ２に連結される。そして、出力スイッチＴＲ４４は、
一端がデータ線を通して液晶キャパシタＣ２に連結され、他端がＶＳＳ電圧を供給する電
源ＶＳＳに連結される。一方、図９では、出力部Ｎ１ｄを形成する二つの出力スイッチＴ
Ｒ４３、ＴＲ４４をそれぞれＰＮＰおよびＮＰＮトランジスターで示したが、これとは反
対に、二つの出力スイッチＴＲ４３、ＴＲ４４がそれぞれＮＰＮおよびＰＮＰトランジス
ターで形成されてもよく、また、二つの出力スイッチＴＲ４３、ＴＲ４４が全てＮＰＮま
たはＰＮＰトランジスターで形成されてもよい。
【００９１】
　出力マルチプレクサＮ１ｂ－１は、信号制御部５００から入力される制御信号によって
オン／オフされる三個のスイッチＳＷ１７、ＳＷ１８、ＳＷ１９を含む。スイッチＳＷ１
８は、増幅部Ｎ１ａの出力端Ｎ１ａ－１の二つの出力スイッチＴＲ４１、ＴＲ４２の接点
と出力部Ｎ１ｄの二つの出力スイッチＴＲ４３、ＴＲ４４の接点との間に連結される。ス
イッチＳＷ１７は、増幅部Ｎ１ａの出力端Ｎ１ａ－１の出力スイッチＴＲ４１の制御電極
と出力部Ｎ１ｄの出力スイッチＴＲ４３の制御電極との間に連結される。また、スイッチ
ＳＷ１９は、増幅部Ｎ１ａの出力端Ｎ１ａ－１の出力スイッチＴＲ４２の制御電極と出力
部Ｎ１ｄの出力スイッチＴＲ４４の制御電極との間に連結される。
【００９２】
　出力マルチプレクサＮ１ｂ－１のスイッチＳＷ１８は、増幅部Ｎ１ａの出力信号を出力
部Ｎ１ｄに伝達する。そして、出力マルチプレクサＮ１ｂ－１の二つのスイッチＳＷ１７
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、ＳＷ１９は、増幅部Ｎ１ａの出力端Ｎ１ａ－１の二つの出力スイッチＴＲ４１、ＴＲ４
２の制御電極に印加される制御信号をそれぞれ出力部Ｎ１ｄの二つの出力スイッチＴＲ４
３、ＴＲ４４の制御電極に伝達する。参考に、三個のスイッチＳＷ１７、ＳＷ１８、ＳＷ
１９は全て同時にオン／オフ駆動され、増幅部Ｐ１ａの出力信号を液晶キャパシタＣ２に
供給する場合にターンオンされる。
【００９３】
　出力マルチプレクサＮ１ｂ－２は、信号制御部５００から入力される制御信号によって
オン／オフされる三個のスイッチＳＷ２０、ＳＷ２１、ＳＷ２２を含む。スイッチＳＷ２
０は、一端が増幅部Ｎ１ａの出力端Ｎ１ａ－１の出力スイッチＴＲ４１の制御電極および
出力マルチプレクサＮ１ｂ－１のスイッチＳＷ１７の接点に連結され、他端がポジティブ
増幅出力部Ｐ１の出力部Ｐ１ｄの出力スイッチＴＲ３３の制御電極に連結される。スイッ
チＳＷ２１は、一端が増幅部Ｎ１ａの出力端Ｎ１ａ－１の二つの出力スイッチＴＲ４１、
ＴＲ４２および出力マルチプレクサＮ１ｂ－１のスイッチＳＷ１８の接点に連結され、他
端がポジティブ増幅出力部Ｐ１の出力部Ｐ１ｄの出力スイッチＴＲ３３および出力スイッ
チＴＲ３４の接点に連結される。スイッチＳＷ２２は、一端が増幅部Ｎ１ａの出力端Ｎ１
ａ－１の出力スイッチＴＲ４２の制御電極および出力マルチプレクサＮ１ｂ－１のスイッ
チＳＷ１９の接点に連結され、他端がポジティブ増幅出力部Ｐ１の出力部Ｐ１ｄの出力ス
イッチＴＲ３４の制御電極に連結される。
【００９４】
　出力マルチプレクサＮ１ｂ－２のスイッチＳＷ２１は、増幅部Ｎ１ａの出力信号をポジ
ティブ増幅出力部Ｐ１の出力部Ｐ１ｄに伝達する。そして、出力マルチプレクサＮ１ｂ－
２の二つのスイッチＳＷ２０、ＳＷ２２は、増幅部Ｎ１ａの出力端Ｎ１ａ－１の二つの出
力スイッチＴＲ４１、ＴＲ４２の制御電極に印加される制御信号をそれぞれポジティブ増
幅出力部Ｐ１の出力部Ｐ１ｄの二つの出力スイッチＴＲ３３、ＴＲ３４の制御電極に伝達
する。参考として、三個のスイッチＳＷ２０、ＳＷ２１、ＳＷ２２は全て同時にオン／オ
フ駆動され、増幅部Ｎ１ａの出力信号を液晶キャパシタＣ１に供給する場合にターンオン
される。
【００９５】
　フィードバック回路部Ｎ１ｃは、三個のスイッチＳＷ２３、ＳＷ２４、ＳＷ２５を含む
。
【００９６】
　スイッチＳＷ２３は、一端が増幅部Ｎ１ａの二つの出力スイッチＴＲ４１、ＴＲ４２お
よび出力マルチプレクサＮ１ｂのスイッチＳＷ１８の接点に連結され、他端が増幅部Ｎ１
ａの反転入力端（－）に連結される。スイッチＳＷ２４は、一端が出力部Ｎ１ｄの二つの
出力スイッチＴＲ４３、ＴＲ４４および液晶キャパシタＣ２の接点に連結され、他端が増
幅部Ｎ１ａの反転入力端（－）に連結される。そして、スイッチＳＷ２５は、一端がポジ
ティブ増幅出力部Ｐ１の出力部Ｐ１ｄの二つの出力スイッチＴＲ３３、ＴＲ３４および液
晶キャパシタＣ１の接点に連結され、他端が増幅部Ｎ１ａの反転入力端（－）に連結され
る。
【００９７】
　スイッチＳＷ２３は、ハイインピーダンス（Ｈｉ　ｉｍｐｅｄａｎｃｅ;Ｈｉ－Ｚ）、
チャージシェアー（Ｃｈａｒｇｅｓｈａｒｅ）、およびプリチャージ（ｐｒｅｃｈａｒｇ
ｅ）モードで駆動される時にだけターンオン状態を維持する。そして、スイッチＳＷ２４
は出力マルチプレクサＮ１ｂ－１の三個のスイッチＳＷ１７、ＳＷ１８、ＳＷ１９と同時
にオン／オフ駆動される。また、スイッチＳＷ２５は出力マルチプレクサＰ１ｂ－２の三
個のスイッチＳＷ２０、ＳＷ２１、ＳＷ２２と同時にオン／オフ駆動される。
【００９８】
　一方、図９に示したのとは異なって、液晶キャパシタＣ１、Ｃ２を充放電させるドライ
ビングモード（Ｄｒｉｖｉｎｇ　ｍｏｄｅ）で駆動される時、つまり出力マルチプレクサ
Ｐ１ｂ－１、Ｐ１ｂ－２、Ｎ１ｂ－１、Ｎ１ｂ－２のうちのいずれか一つに含まれるスイ
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ッチがターンオンされる時に、増幅部Ｎ１ａ、Ｐ１ａの出力端Ｎ１ａ－１、Ｐ１ａ－１が
駆動されないように実現することもできるので、これを図１０に示した。
【００９９】
　図１０は本発明の他の実施例による一対のポジティブおよびネガティブ増幅出力部Ｐ１
´、Ｎ１´を示した図面である。図１０に示した本発明の他の実施例によるポジティブ増
幅出力部Ｐ１´は、本発明の実施例によるポジティブ増幅出力部Ｐ１の増幅部Ｐ１ａの出
力端Ｐ１ａ－１の二つの出力スイッチＴＲ３１、ＴＲ３２の制御電極と出力マルチプレク
サＰ１ｂ－１、Ｐ１ｂ－２のスイッチＳＷ８、ＳＷ１０、ＳＷ１１、ＳＷ１３の一端との
間にスイッチＳＷ２６、ＳＷ２７をさらに含む。そして、ネガティブ増幅出力部Ｎ１´は
、ネガティブ増幅出力部Ｎ１の増幅部Ｎ１ａの出力端Ｎ１ａ－１の二つの出力スイッチＴ
Ｒ４１、ＴＲ４２の制御電極と出力マルチプレクサＮ１ｂ－１、Ｎ１ｂ－２のスイッチＳ
Ｗ１７、ＳＷ１９、ＳＷ２０、ＳＷ２２の一端との間にスイッチＳＷ２８、ＳＷ２９をさ
らに含む。
【０１００】
　図１０に示した本発明の他の実施例による一対のポジティブおよびネガティブ増幅出力
部Ｐ１´、Ｎ１´は、出力マルチプレクサＰ１ｂ－１、Ｐ１ｂ－２、Ｎ１ｂ－１、Ｎ１ｂ
－２のうちのいずれか一つに含まれるスイッチがターンオンされる時に、増幅部Ｎ１ａ、
Ｐ１ａの出力端Ｎ１ａ－１、Ｐ１ａ－１のスイッチＳＷ３１、ＳＷ３２、ＳＷ４１、ＳＷ
４２がオフされるように制御する。これによって、液晶キャパシタＣ１を充放電させるド
ライビングモード（Ｄｒｉｖｉｎｇｍｏｄｅ）で駆動される時に、増幅部Ｎ１ａ、Ｐ１ａ
の出力端Ｎ１ａ－１、Ｐ１ａ－１が駆動されない。
【０１０１】
　図９および図１０に示した本発明の実施例による電圧増幅出力部３４０´は、動作モー
ドに関係なく常に正確なフィードバック電圧を得ることができ、増幅部Ｐ１ａ、Ｎ１ａの
誤動作を防止することができる。また、増幅部２１、２２の出力電圧を高抵抗成分である
出力マルチプレクサ２３－２６のスイッチＱ１～Ｑ４を通して液晶キャパシタＣ１、Ｃ２
に伝達する一般的な液晶表示装置に含まれるデータ駆動部の電圧増幅出力部２０とは異な
って、出力部Ｐ１ｄ、Ｎ１ｄを通して増幅部Ｐ１ａ、Ｎ１ａの出力電圧に対応する電圧を
液晶キャパシタＣ１、Ｃ２に直接伝達することによって、スルーレート（Ｓｌｅｗ　ｒａ
ｔｅ）を向上させることができるのはもちろん、高温発熱を防止することができる。
【０１０２】
　本発明を前記記載によって説明したが、本発明は、特許請求の範囲の概念及び範囲を逸
脱しない限り、多様な修正及び変形が可能であることが、本発明が属する技術分野の当業
者には簡単に理解される。
【符号の説明】
【０１０３】
　１００：液晶表示装置パネル
　１１０：画素
　２００：走査駆動部
　３００：データ駆動部
　３１０：シフトレジスター
　３２０：ラッチ
　３３０：デジアナ変換部
　３４０：電圧増幅出力部
　３４０－１～３４０－ｍ：増幅出力部
　３４０－１ａ：増幅部
　３４０－１ｂ：出力マルチプレクサ
　３４０－１ｃ：フィードバック回路部
　３４０－１ｄ：出力部
　４００:基準階調電圧生成部
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　５００：信号制御部
　Ｐ１－Ｐｘ、Ｐ１１：ポジティブ増幅出力部
　Ｎ１－Ｎｙ、Ｎ１１：ネガティブ増幅出力部
　Ｐ１ａ、Ｎ１ａ：増幅部
　Ｐ１ｂ－１、Ｐ１ｂ－２、Ｎ１ｂ－１、Ｎ１ｂ－２：出力マルチプレクサ
　Ｐ１ｃ、Ｎ１ｃ：フィードバック回路部
　Ｐ１ｄ、Ｎ１ｄ：出力部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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